
じ l' ヘ グサ の「腐れJに 就 て

樹木紀 J8
(三，:ill:!\I&.立大是非7J~ ji長拳古10

附1'¥.¥27 !. I~ 10 月下旬，イ) 1羽11笥に商ナる三jJ(j陣一法、対1\松ケ ~\(.d・J 沿岸のヒトヘ

グサ(アヲ)がl尚れ I:H し， 主列{l染者は;包:越筆者"VC 貯:凶é~l:ーの探求を依頼されたの

でイ支)J1i;f;li¥凡W¥i札}J千と調布を行った。

ととでJ与oÍí:，'υI~('S; を Hi'~干したいと

第 1闘 ヒトへグサ養補"':，のi字削j式銅器E
(米i;jtにてj

身は美しい形態を示す阜市ilJ.lJ包のー下('"(1;諜矧

で矧微鏡(-1'')の大きさをイ1するK過ぎや，

J，'iliJiJiも多く ，:l{L1B'，1又はiiH1(をな して生析

する。珪誌のn:i!l)J包II児はr1.¥'y:Jiなもので， ペ

クチン貨の他珪酸化合物を今み，加i籾な

る故腿除 VCi~xVC 1~介である。珪謀はïl\.1J 1 

で浮j必生活するものも あるが，出III胞から

FJlfi物を分泌して他物に附泊して生活す

るものもあり，保件の良い!時ーはな述に翁ー

しく繁継する。 μ[Jち降雨に依り有機質が

多くな り北京の低下した!日'!" iJ'(の停滞し

1c11寺せーでイ訴と1火に多い。 今 |旦lは以上のi4J
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}~. :5 c "d村は此の詫角{J.K{tくって主

に生討をーιて，との溢一帯は引J般

のアヲオ'去地l必であり， クロ (アマ

ノリ)は始んどIiU起にならない。

制色に縫色村死したヒ トヘグサ

は国~~i，~によるととは \~Jかで、ある。

「ヨゴレ」又は「ドタ」と郁せら

れる珪誌は;I:¥l雑記献を込し，休自

第 2闘 í J.'":Jl }k\~ t. J を LIーじた

ヒ トへグサ ()1I!l基底)
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合の4条件下Ki2kしい繁11(1.をみたもので，之がヒ トヘグザーにICHiti'し，その部の

*HI胞が沿かされて民減したものとみられる。

然しrlr~.S'iJ ~虫[1イIIJなる生J;iIlf'i' JIJ によってヒ ト ヘグサ乞死滅させるかは不明で、

あるが， 五H誌はi:i.H栄に弱いから3fの砂jをI:::Jくして乾燥による駆除を注 し， 叉

詰匂:です り:ぶすのも一方法と云われている。 U¥lち乾燥に剥く ，Jl'¥.の停滞で;繁

航するから，ノl立の流動を:7iIjj震にし，訴を11'，来るだけAiIに吋て るのであるが

業者が制訴を)-:.FI K '!~:i;て乾燥させるため ， ノl'\.fI'Ii泣 く KJ-.!tT('庇，逆効果の現

j岩えをみたと とがあるが，之は路11'，0'1'川 (Arlにはて るIr!j1 f¥j)が長過ぎた矯め，

先('1: ヒト ヘグザーが死滅 してしまったか らではないかとみられる。政三!;，~の日l~)f[

として松ケ崎山及び川越庄のヒトヘグリ¥U-r:次の立11きものがj脱出された。

1. Achnanthes longipes AG. (銘 31;;1¥1) Hu町、r:DT，Die Kieselalgen Deu-

tschJands， 2. Teil， ]933， p. 42i f. 8i8. 

本杭は~Pem:a!es (羽 HJ~野!) ， Fam.I1c1I11(IIIt1.町 eae(ア

クナンテス科)に脳し， 一方の〉誌に脊k:J止があ り，

他の殻」二には擬脊*;j~があり，殻J二の松ーf~、は雨~Jj~の

附側に美しく羽J/J、に配列される。各*HI胞は抗に多

数辿 り， í5~1184μ の長さに江ーするが ， 大多数は

134~438μ 長く ， ~1b';5 í ~6í μ 牧，柄 lま 54~90μ 長

く，8~13 μ 太い。 j二〉誌の 1=/=1 央部はiii も帆日‘i く 6μ ，

前叫iに狭く 5μ 付与下殻は中央部最もあたく 5μ，雨

対;iは6μ位 (，帝国1阻¥，雨殻に狭まれている部分は G

~] 6/1 f立の幅あり， 色素休は不規則なる形7/J~ をな

し，増大胞子をとグ\õ る時は著しく膨大する。 WL;m ~I:'.

物 とみ られる。本部はヒ トヘ グサの制色をftーする

「悩れ」の部分K符生し，長柄を以って ヒトヘグ

サの組織11'に入り込んで件!粛す。色は紘制色をJTi-

す。松ケIhif産。

2. Licmophora gl'acilis (EllR.) GRUNuW (部

41;，，¥1) HLJSTEDT， Die Kicsclalgen DC¥ltchlands， 2・

Tcil， 1931， p. GO， f. 582 第 3画

オぇW~Iま Pennales (羽JI火事J[)，Fam. FrngilariaClγ7e(オ AG. 

ピケ イソ ウ科)に IIf<Ì し，休の先端は完刊J~の休に連
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Achnαnthes tongゆes
X2Sδ (ぷケ崎産 ヒト

ヘグサ上に着生)
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なり，美しいよ品の一部の虫11き jm~ _Y.す。 色京休l土小税収をどなして多数散在す

る。伐には;(1'がilを附く。休にこJI予あり 。

第 4園 L1:C?nopho1・αg1'αcilis(日lIR.)GRUNOW 

x 140 ()JI越汗:ヒ トヘグサ上!こま}.1J'.J

-，)1ヲ(j， 巾叩州'/KUTZ.)は出il1-:I云

き扇~I予をなし ， 116μ長く ，52μ

の帆あ りて品1111乏き来航休(600-

2200/1長く ，6/1太し)のJ二にた

ぐコ。

他の_.)1予はl刷|手の長さ照かく

(42μ)， qJI仙:~Ii し (55/.1)。

~':f刷工 L. fla/;e/lata AG.と町古

似するも， iiij -X'(1:於ては色素休

が多数料|胞内にi設住するけれ共，

後者は 4illilのみである駄に於い

て異なる。 )11越応。

納， 染者-と懇談した際に終D!j~~

的な"tU'1として次の如き ものが

あった。

1. rドタMれ」は移杭後1m
もなく起る。

2. r悩れ」は大きい喋休E11
じkどい。

3. r附れ」は地般のJ¥-:)い(深

さの浅い)庇科‘ひどい。

4. 防止のため棚左上げて~jld誌を試み，反って「悩ALJ がひどくなった例

ヵ:ある。

Ci. l，((I.:IJ/Jがrr!;イヒに逢うと「悩れ」は 口然消滅する。

fi. 1;年間がるってf氏;比:Wになったり， 1h~況のな縫がある と起る。

i. 'f.((I.ltJの潮流から汚えて，疎通のよいミオ附‘近は少なく， 71'，の停滞し目安

ちな庇が多い。

8. 特村lによるものらしい。

その他の希望郭唄として

1. アヲ詫航J-.のi歯切な肥料l土? 2. 附J行居，制入時Nlの珠洲は?

3. アヲを ~n く染める方法は?

"~I;県げられ，今後研究すべき課題が多数残された。
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